
        

� 趣旨説明・コーディネーター：   上（中部大学人文学部教授）  

� パネリストと講演題目 

・ 榊原 進（拤ෟ市環境৽ੋ部ૹੵ観捄課শ） 「ଞෟ൏を生かした観まちづくり」  
・ 水野教雄（੪揅ૺ陶഼ੈ会会শ・揅ૺ市૮形文৲拉৳） 「ૺྍ؞ጓซの৵ྫྷのりੌみ」  

・ 市田 圭（名古屋大学環境学研究科博士後期課程院生） 「産業景観を活かしたまちづくりにおける景観整備の意義」 

2010.10.30（Sat） 中部大学名古屋キャンパス 
名古屋地৶学会 秋のシンポジウム 

日時 ： 2010 ফ 10 月 30 日（土） 13:3016:30ع  
会場 ： 中部大学 名古屋キャンパス 6 階 610 教室  
主催 ： 名古屋地৶学ভ  

愛知県では昔から陶磁器が生産されてきました．現在，消費の低迷や輸入品の増大など
により，産地の生産પはਰに比सると大きくठ込॒でいます．しかしその一方，陶磁
器の生産現場や産業፨を観捄ৌ拺としてৄて回るきがా॒になってきており，陶磁器
産地はこれまでとは違う役割を担うようになりました． 

そこで，今回のシンポジウムでは，「陶磁器産地の産業資源を生かした街づくり」の試
みについて，そのৰᄷと৶について考えてみたいとઓいます．大都市圏に比較的近い陶
磁器の地場産業地域が生き残っていく方策として，「産業の歴史的蓄積を現代の生活に活
かす」，「地域における産業景観のਔ拣をৄઉす」，「伝統に新風を吹き込み，新たな製
品・サービスを創出する」などの方向性が考えられます． 

今回のシンポジウムでは，日মを代する౽古ጓ産地でुँる拤ෟ൏と揅ૺ൏の地場産
業地域における「散歩道づくり」の試みを中心に，産業資源を活かした生活環境整備，産
業景観形成，街づくりについて話し合いをしたいと考えております．  

＊ 参加ા૮મ，事前申し込み必要なし．（どなたでも自由に参加できます．）  

陶磁器産地の産業資源を生かした街づくり 


